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「さみしい男」の文学史 
―――朔太郎のエレナ憧憬をめぐって ――― 
吉永哲郎 
何事につけても思い通りにゆかない時代、求めても求めえないままに生きていかなけれ
ばならない「さびしい男」の姿を、朔太郎の詩に用いられている「さびしい」の詩句を通
して、朔太郎の「さびしさ」の原点を追ってみたい。   
 「さびしさ」の原義には、 若山牧水の「幾山河越えさり行かば寂しさのはてなむ国ぞ今
日も旅ゆく」に用いられているように、「自分と心の通じあうものが無くて、満足出来ない
状態」「身近に人の気配を感じさせるものがなく、社会から隔絶されたような状態で、心細
くなる感じだ」（『三省堂・新明解国語辞典・第 5 版』）の意味を含んだ、寂寥とか孤独と
かの意味をもっている。大野晋は『日本語の年輪』(有紀書房刊)の「さびしい」の項で、「孤
独だとは、人々との間の繋がりがみな切れていて、どこかでその繋がりを求めている状態
である。」（p35）と述べ、「さびしい」とは孤独という意味であるとしている。 
  人との繋がりを求め、求め得ずして孤独感に襲われることを表す「さびし」は、中世か
ら多くもちいられるようになるが、それは混濁した時代との確執が存在しているからであ
ろう。権力をかさにした豪華さを追求する文化現象に対して、自然の移りゆく姿と静かに
対峙し、ひたすら精神の自由を求め、自然の摂理の中に美を見出そうとする。その感情が
「さびし」で、日本的美意識「わび・さび」の原点でもある。 
  朔太郎の「さびしさ」は中世的な自然との対峙からではなく、求めてやまない憧れの女
性を求め得ないままに生きる「さびしさ」であり、その「さびしさ」を超える精神の苦悩
を、虚構（詩的世界）に求めた。その苦悩の軌跡が『月に吠える』や『靑猫』である。 
 
１  エレナ憧憬の原点 ―――短歌に詠まれた「さびし」――― 
 
  朔太郎の「憧れの人」は、エレナである。エレナとの出会いによる朔太郎の青春の心の
軌跡を、短歌に用いられている「さびし」の語を中心に、『新島学園女子短期大学紀要』･
第２３号で触れたが、『月に吠える』『靑猫』に見られる「さびし」の詩句を通して、エレ
ナ憧憬への心の表現をたどるにあたって、その概略を整理してみる。 
 「憧れの人・エレナ」は、朔太郎の妹ワカの友、馬場ナカである。朔太郎17 歳の時出
会った。馬場ナカについては、『上毛新聞』（昭和 51年 11月 14日）に「エレナこと馬場
仲子（戸籍名はナカ）について、大正 3年 5月 17日における受洗の記録」によって、初
めて明らかにされた。それによれば、馬場ナカは、明治 23年 6月 19日、前橋市桑町（現･
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千代田町 1丁目中央通り）の生薬屋「伊勢屋」に生まれ、朔太郎の妹ワカとともに前橋の
共愛学園に入り、明治 39年卒業。明治 42年、高崎の医師佐藤清と結婚した。寿雄と清江
の二子をもうけたが、結核を病み、転地療養を続けるうち、大正 6年 5月 5日 28歳で亡
くなった。高崎の柳川町のハリスト正教会（現･下小鳥町）の「教会銘度利加（洗礼名が記
載されている大判本）」の「第二簡其の二」に、「洗礼日大正 3年 5月 17日 洗礼名 エ
レナ」の名が記載されていた。「エレナ」は、馬場ナカの洗礼名であった。 
  明治 36年の『明星』7月号誌上に、「朔」の筆名で朔太郎の短歌が 3首載っている。 
 
  たづたづし暗きにおつる身の果をなぐさめ得なば足らむ我
わが
幸
さち
 
  かたじけなさぐる君の御手を得てさなが落つる闇を厭はぬ 
  信
しん
にはなれひとりさびしきうつろの身くむ手よなよな何を得つるや 
 
3 首目の「信」という語について、磯田光一は「はたして、相手への信頼、あるいは相
手の自分への信頼を意味するだろうか。それとも、青年期の虚無感から何ものかを信じた
いとねがうとき、信仰に行きつくことのできないことを嘆じているのであろうか。」（『萩原
朔太郎』・p66）と述べている。この 3首にはエレナとはっきりと表現されていないが、「得
なば・得て・得つるや」の語に、何かを求め、求め得ない、もどかしい 17 歳朔太郎の感
情がよみとれる。エレナの心を確かめることもできず、「さびしきうつろの身」と、自らを
決め付ける朔太郎は、短歌の世界にエレナを求める。それは、明治 36 年 8 月の『文庫』
に７首、『明星』に 6首、9月の『明星』に 4首、10月の『文庫』に９首が、「美棹」の筆
名で、11 月の『明星』に「朔郎」の筆名で 3 首、12 月の『白百合』に 4 首、『文庫』に
14首、『明星』に 5首がそれぞれ「美棹」の筆名で投稿し、掲載されていることからうか
がえる。久保忠夫（『萩原朔太郎論･上』（ｐ･223）（塙書房・平成元年））によってあきら
かにされた、エレナに捧げられたと考えられる歌稿集『空いろの花』（表紙の表記は「ソラ
イロノハナ」）（全集第 15 巻』）の「自敍傳」の冒頭に、「私の春のめざめは十四歳の春で
あった。戀といふものを初めて知ったのもその年であった。若きウエルテルのわづらひは
その時から初まる。十五歳の時には古今集の戀歌をよんで人知れず涙をこぼす様になった。
その頃從兄の榮次氏によって所謂新派の歌なるものの作法を教えられた。鳳晶子の歌に接
してから私は全で熱に犯される人になってしまった。十六歳の春、私は初めて歌といふも
のを自分で作って見た。（中略）此の時から若きウエルテルの煩ひは作歌によって慰められ
るやうに成った。」（ｐ･8）とあり、さらに「私は朝から晩までミユーズやアポロの聖堂を
巡拜するために漂白して歩かなければならなかった。」（ｐ･9）と記している。また、『ソ
ライロノハナ』の「若きウエルテルの煩ひ」のエピグラフに、「過ぎし日よ ∕ 楽しき十六
と事多かりし十九の思ひ出よ ∕ 心ざま素直にして容姿また美しかりし少年の日の ∕ 戀し
さよ ∕ ああ忘れがたなきその頃の少女等よ」（ｐ･28）とあることから、熱い短歌への心
の傾けは、ミユーズやアポロを求める心であり、それはエレナを求めてやまない心でもあ
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る。『文庫』の 10 月号に、「淋しさに歌はなりてきしかはあれど春の一人を戀ひむよしな
し」（『ソライロノハナ』に再録）の短歌はこのことをよく表している。エレナを求めても
求め得ないいらだち、「淋しさは歌になりて」と、そのいらだちを短歌によって癒される筈
であったが、短歌が昂ぶった感情の鎮静にはならない。同じ号に「み歌さらになつかしみ
つしたひつつ忘れかねて行く萩が原」「たゆたひし夢さへ遂に力なくたえむとあらば戀はう
せぬべし」と、短歌に恋の鎮静化の力がないなら、わが恋の心は失せるとも詠んでいる。 
  さらに、『明星』11月号に、「かよわくて御國はぐくむ歌もなし身は孤獨にてよる胸もな
し」（『ソライロノハナ』に再録）「湧きぬるもひとたび冷えし胸の血のゆらぎなればか詩は
いた痛し」とあり、短歌の微弱なことを嘆いている。そして、『文庫』12月号に、「求めて
も求め得ぬ」思いの短歌 14 首が掲載される。その 3 首に「さびし」の語が用いられてい
る。この『文庫』の 14 首の歌群は、後の『月に吠える』の「戀を戀する人」の原点を思
わせる。 
明治 37年 2月、日露戦争が始まる。その 3月、朔太郎は前橋中学校 5年に進級できず
落第するが、作歌活動は旺盛で、雑誌投稿し活字になった短歌が、この一年で 38 首（前
年は 65 首）もある。このうちの６首に、これまであまり用いなかった「戀」の語を多く
見られる。 
 
夕吹雪西の京吹く日を思ひたれ戀ふとなく涙はながる（『白百合』6号・4月） 
今にしてわがうた更になつかしやかへり見するに戀幼うて（〃） 
かくありねありねと人の教ふるに來しわれゆゑに戀はなかりし（〃） 
緋芍藥花ちる庭の艷やかさ、戀は濃雲と凝りにけらしな。（『文庫』4月） 
いつの世より戀か香をもつそよ風の、疾風
は や ち
吹雪となりにしものか。（〃） 
そぞろ行くに、ここは名の國智慧の國。ふたたび思ふ戀はいづかた。（〃） 
 
「そぞろ行くに」は、11月創刊の『白虹』では「慕ひ行くにそこは名の國智慧の國、二度
おもふ戀はいづかた」となっている。いずれにしろ、「戀ふとなく・戀幼うして・戀はなか
りし・戀は濃紫と・戀か香を・戀はいづかた」と、「戀」の語が目立つ。落第という負をも
った田舎中学生が、以前にましてエレナへの思いがつのったことを示している。このつの
る思いを、短歌では表現しえないかのように、12月の『白虹』に「君が家」という文語詩
を発表している。 
 
ああ戀人の家なれば  幾度そこに行ききずり  空しくかへるたそがれの  雲つれな
きを恨みんや／ 水は流れて南する ゆかしき庭にそそげども たが放ちたる花中
の 艷なる戀もしらでやは／  垣間み見るほほづきの  赤きを人の脣に 情なくふ
くむ日もあらば  悲しき子等はいかにせん／ 例へば森に烏
からす
なき  朝ざむ告ぐる
冬の日も  さびしき興に言よせて  行く子ありとは知るやしらずや／  ああ空しく
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て往来
い き き
ずり／  狂者
きょうさ
に似たるふりは知るも  からたちの垣深うして  君がうれひの
とどきあへず。 
 
エレナへの思いの文語詩であるが、後の口語詩の核であることを感じさせる。 
 
  明治 38年 3月 8日付けの萩原榮次に宛てた朔太郎の長文の手紙（萩原隆『若き日の萩
原朔太郎』・筑摩書房・1979刊）の文中に、 
 
去月の廿五日には馬場仲子君（妹の親友に候、例の騒ぎの折の事もあれば御記憶に
残り居る事と存じ候）の招 侍
（まま）
（待）にて共愛の文学会に参り候ふ。いろいろ面白
き演奏ありたる中に英語対話は最も（滑）稽にて思はず笑ひ出し候。服装などは大
仕掛なるものにて候ひき。最後の唱歌「はなれ小島の曲」と云へるは洋楽に日本音
楽を混合したるもので女子師範の音楽会にても聞き候ひしが一寸趣味ある曲に候  
「露営の夢」「広瀬中佐」などゝ共に此の種の曲が只今流行いたし居り候よし。君に
もどこかにて御聞きになり玉ひしや伺上あげ候ふ。尚その時のプログラム、人より
もらひ候あひだこの文と一所にさし上げ申し候。（ｐ･41）  
 
とあり、馬場仲子の名が見える。朔太郎が見学した「共愛の文学会」は、「第 11回共愛女
學校文學會」のことで、『共愛学園百年史・上巻』の「注記」に、当日の「文学会順序」が
示されている。午前の部・18、午後の部・19の催し物が、通し番号でつけられている。オ
ルガン合奏・美文暗誦・英語唱歌・感話・日本唱歌・英詩暗誦・文章・獨吟･日本對話・英
語對話などの催し物があった。その 13 番目に「獨吟 二年 馬場なか」と、エレナの名
がある。前年の第 10回の文学会の次第を見ると、「独吟（平重盛） 木村・伴奏岩崎」と
あり、現代の独唱であろうか。馬場なかの「獨吟」の内容は分らないが、朔太郎はこれが
文学会の最大のお目当てであったに違いない。 
  この頃（明治 38年）、『阪東太郎』3月号に「煤掃」という 6行 10連の文語の物語詩が
載っている。一軒の老舗の商家を舞台に、「お蝶」という娘と父親の姿を物語った作品で 
あるが、そのモデルは薬種商のエレナの家である。医師の家とのかかわりは深いことが想
像される。 5年に進級した朔太郎は、明治 38年 4月の『白虹』に、「文学会」でのエレナ
の姿を見た喜びの感情を 5首発表している。 
 
あわただし燃ゆる炎の火車を忘れていにしつらき君かな 
ただ願ふ君の傍へにある日をば夢のやうなるその千年をば 
われ君を戀はん戀しき心より君を思へば胸ただ火なりけり 
綾唄やあるひは牛の遠鳴きや、君まつ秋の野の更けにけり 
風ふきぬ木の葉地にうつ秋の夜はまたるる君かさびしさ思へ 
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いずれの短歌も、『ソライロノハナ』に収録されていることからも、エレナの姿が朔太郎の
脳裏に強烈に刻まれたことを、思いやることができる。この歌群を嶋岡晨は『伝記萩原朔
太郎・上』で、「恋情の激しい燃焼を物語る」（ｐ･53）と評している。これまで以上にエ
レナを意識するものの、「さびしさ思へ」の語に、どこかうれしさに酔えない己を意識して
いる。その感情は、エレナとの別れが現実に予感されていたからであろうか。推測になる
が、エレナに縁談の話があったのではということである。この現実に揺れる心情を、明治
38年『阪東太郎』の 7月号に、「山吹の垣根つくりてある夕、少女すむ家と仲をへだてり」、 
12 月号に、「夜は夜にて晝は晝にて戀ひてあらばエトナの山はもえてあるべし」などと表
現している。明治 38年、雑誌投稿し活字になった短歌は 44首、39年は 13首、40年は 0
首、41年は７首、42年は 2首と、38年を境に作歌数は減少していく。エレナとの思いを
無関係ではないと考えられる。 
  エレナは、明治 42 年９月 23 日に、高崎の佐藤産婦人科病院の医師佐藤清と結婚した。
この年の『スバル』11月号に載った、 
 
心臟に匕首たてよシャンパアニュ栓抜くごとき音のしつべき 
拳もて石の扉を打つごとき愚かもあへて君ゆゑにする 
 
の 2首は、エレナ結婚による朔太郎の受けたショックの大きさを、想像できる。後の『ソ
ライロノハナ』の「午後」では、前者は「わが肺にナイフ立てみん三鞭酒栓ぬく如き音の
するべし」（明治 42年 10月 2日、萩原榮次宛の手紙に、「駄作数首近詠旧作」、22首の中
にある）、となっている。これまで抒情的に女性を詠んだ短歌と違い、失われたものがあま
りにも大きかったことを、「ある凄味」（嶋岡晨・前掲書・ｐ･64）を持って、朔太郎は表
現している。この年、雑誌に掲載された短歌はこの 2 首しかない。『ソライロノハナ』の
「晩秋哀悼歌」に「わが夢多き少年の日はここに終れり／哀悼歌以後われ長く詩を思はざ
りき」の詞書のある歌、8首がある。 
 
すべて仇敵たれすべて愛人も面
おもて
そむけぬ世は劫火たれ 
なまじひにつらき御胸をきく日なく許すべかりしさいはひ人と 
いかにせん君に捨てられ思ひ子は石となりても世にありがたき 
君といふつめたく美しき石彫の女神戀して身はやせにけり 
執着の涙ぞせめておん髪に涙となりても降りそそげかし 
われに一人あめつち代へぬ愛人のありて樂しときのふ思ひぬ 
何となく美しければ戀しければ君とよびしを罪ありやいなや 
火にくべて大方やくに惜しからじいまは要なき歌のすてがら 
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明治 42年 8月 1日付けの萩原榮次宛の手紙の終わり（萩原隆前掲書・ｐ93～94）に、
2月から 5月にかけて詠んだ短歌 21首が添えられている。その中に、「夕ざればそゞろあ
るきす銃機屋の。まへに立ちてはピストルを見る、」「理想など高き声にて言ひし故。あま
たの人にうとまれしかな」「君とわれ同じます
・ ・
にて見たる夜の芝居の幕の美しきこと」「ピ
ストルをもちてあるけば巡査呼びとがめぬ、これは吾をうつため、」「春ゆうべとある酒屋
の店先に LIQUEUR
り き ゅ ー
 の瓶をめて
・
ゝかへりぬ」「春の夜の酒は泡だつシャンパンシュ楽はた
のしき恋の旋律
めろぢい
 」「日毎われ堕落しゆけば歌さへも、俳諧歌とは人は見るらん」とあり、
エレナ婚約を知った後の朔太郎の心の揺れをうかがわせる。酒を飲み、街をうろつき、ピ
ストルを眺め、自殺を思う日もあった。さらに 10 月 2 日付けの榮次宛の手紙（萩原隆前
掲書・ｐ99～101）に、「駄作数首近詠旧作」といって「芝居みて河添えへる夜などはよく
よく人の恋しかりけり」「歌よまぬ吾が身に秋のなくもがな、涙せきとむすべしなければ」 
「死ねよとやさはせがまずもピストルになゝつの弾はこめあるものを」「『われ死なむ』
『あゝ死に玉へいつにても』かくいふ故に死なれざりき」など、22首が書かれている。 
最後の歌には、「（恋なくして死ぬるは淋し）」の自注が書かれている。 
  その後、自堕落な生き方をしていることは、萩原榮次の日記（萩原隆前掲書）に詳述さ
れている。音楽家になろうとし、マンドリン・ギターに熱中し、エレナへの断ちがたい思
いを、県立高崎高等女学校を 4年で退学し、医師津久井惣次郎と結婚した妹ユキに長文の
手紙を書いている。ユキはエレナの形代である。 
エレナを失った空虚な時間を費やしていた時に、影響を受けた歌集がある。明治 44年 9
月刊行された若山牧水の『路上』である。朔太郎は明治 43 年２月に創刊された牧水主宰
の詩歌雑誌『創作』に投稿し、「咲二」の筆名で短歌６首が載っている。牧水は朔太郎より
一歳年上であるが、「君、恋は憶ふべきものでするべきものではないかも知れぬ」（明治 41
年 2月 1日付け、鈴木財藏宛手紙）とあるように、当時、牧水は園田小枝子との恋愛に苦
悩していた時であった。また『路上』の約五百首に及ぶ短歌には、「さびし」の語が多く用
いられている。また、犬を題材にした短歌が 10首ある。 
 
鐵砲の彈のごとく野を走るわが愛犬を見るもさびしき 
ゆふまぐれ遊びつかれてあゆみ寄る犬と瞳のひたと合ひたる 
かないきは愛のすがたか口笛にとほく野ずゑを馳せ來
きた
る犬 
指に觸れるその毛はすべて言葉なりさびしき犬よさびしきゆふべよ 
 
後年の『月に吠える』の「犬」と「さびし」は、この『路上』から読み取ったのではな
かったろうか。朔太郎は、牧水について後年「私自身はどっちかといへば牧水氏とは反對
の傾向にあります、そしてあの人の歌は餘りに好みません、私の趣味は平民的でなくて著
しく貴族的です、非田園的で都會趣味です、豪壮よりもセンチメンタルを悦びます、」（大
正 3年 2月 9日付け、中澤豐三郎宛手紙）と述べているが、牧水について無関心ではなか
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った筈である。 
  1912年は、7月に明治天皇崩御により明治 45年と大正元年が重なる。この年、エレナ
の形代ユキに、2月 25日、5月 16,30日と長文の手紙が送られている。特に 5月 16日の
手紙は、恋人に宛てた書き出しで、エレナを失った嘆きの心情を、「孤独」の語を多用して
吐露している。また、帝劇で観たハウトマンの「寂しき人々」、イプセンの「人形の家」、
ズーダーマンの「故郷」などをもとに、「さびしさ」を強調しながら、文明批判、家族制度
批判を書いている。同じ頃（6月 3日）、萩原榮次にも四百字詰め原稿用紙 82枚に及ぶ長
文の手紙を書いている。「煩悶とは何ぞ、人生に対する懐疑である、性慾の衝動と之に反抗
しようとする力の衝突、それから二六時中間断なく自分を苦しめる一種の不安である、そ
れは死の恐怖でなくて生の恐怖である」「犬の様なみじめな生活 ! 追へ共追へ共際限なき     
慾望、不如意なる社会、廃頽した身体 ! そんな事に一度思ひ至ると、頭脳は錐でもまれる
様に痛い、たまらない苦 脳
（まま）
（悩）だ、絶望だ、」と、榮次に甘えながら自分史を書いてい
るように思える。この手紙の最後に、6連からなる近作の詩「憂鬱の森」が書かれている。
その 5 連目は、「されば我こそは一人なり、げに只一人……／犬の如く、のたれ死ぬとも
／我が悲愁は人より人に伝ふる由もなし、」とあり、『月に吠える』の原風景を感じさせる。 
  大正２年の一年間は、『習作集』に多くの作品を残している。詩作と同時に短歌も多く詠
んでいる。そこには、エレナを強烈に思慕する朔太郎の姿がある。それは「さびしい男」
の姿でもある。 
大正 2年『朱欒』の 5月号に掲載された「みちゆき・女よ・こゝろ・無題三篇」の抒情
小曲 5篇が、朔太郎の詩人としての出発の意味している。この「みちゆき・女よ」はエレ
ナ追想を、「こゝろ・無題三篇」には「さびし」の詩句が多用されている。同じ年の『創作』
の 8月号に「涙・ありぢごく」、9月号に「緑蔭」が載っている。この『創作』の一連の詩
にも、エレナへの強い追想が感じられ、「緑蔭」の最終の「君やわれや／すゞしくも二人の
涙は流れ出でにけり」は、『習作集第八巻』の「緑蔭」には「四、五、一九一三」の付記が
ある。大正 14 年に『純情』を刊行する際に、この「すずしくも」を「さびしくも」とし
た。10 数年を経ても、エレナへの満たされない思いは消え去らず、「さびしくも」の語に
集約され、表現されたと考えられる。 
 
 
 
２  エレナ憧憬と『月に吠える』の「さびし」――大正3年の朔太郎―― 
 
大正２年から数年にわたって、朔太郎は詩作に耽る。大正２年だけでも、60首以上の短
歌や 20篇以上の詩が、『朱欒・創作・上毛新聞』などに載っている。短歌から詩へ移行す
る年であった。大正 3年の 1月から 2月にかけての、唯一現存する朔太郎の日記（全集第
１５巻）に、エレナの名（佐藤仲子）が「ＳＮ子」と、1月 24日に書かれている。 
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ＳＮ子より返信來る。何たる冷淡何たる侮辱ぞや。彼の意あるところ殆んど解すべ
からざるもその心冷えたるは推するに足る。／一枚の白紙は何の意ぞ。或は之を火
にかざし或は水にひたせるも白紙は依然として白紙なりき。／余は既にこのたはむ
れに飽きたり。危険を冒してまでかかる兒戲をつづくる必要何處にありや。戀にあ
らざる戀、又無益なる芝居を試むる愚をなす勿れ。彼何者ぞ。／これを機會として
二度彼と通信をなすことをやめん。少なくとも彼より求めて來るまで余は彼を忘れ
ん。（ｐ･123） 
 
朔太郎の高崎での演奏会の報せに対して、エレナの冷たい反応は、エレナと決別するとい
う朔太郎の意志の萌芽を読み取れる。その決定づけた出来事を翌日の日記に記している。 
 
    待って居た日がきた。しかし色々な不吉な前兆から此の日の演奏の思はしくないこ
とを豫期された。十二時十五分の汽車で高崎へ行く。それでも懸念した會は我々の
ために第二部を残して置いた。（中略）／Ｓ子はたうとう來なかった。若いハイカラ
な美男子になれなれしく話かけられた。あとできけば佐藤といふドクトルであった。
私は妙な忌はしい氣分に襲われた。／夜はたうとう FEMME に行った。つぶれた
やうな顔の Fが來た。しかし私は強ひて享楽した。幾度もキスをした。愚かしいこ
とではあるがあながちに無意味な浪費でもないと思ふ。（ｐ･123） 
 
演奏会にエレナの夫が代わりに聴きに来ていて、挨拶をうけたことのショックが伝わって 
くる。そのショックを鎮静するために、巷を彷徨い女を求める。エレナと決別を決意した 
ものの、それはことばの上でのことでしかない。1月 30日の日記に、「彼女とのこと考 
へると耐へがたい自己憎惡の念に惱まされる。愚かなる我をつとめて外にあらはさないや 
うにしなければならない。もはや二度こんな馬鹿氣たたはむれに手を出してはいけない。」 
（ｐ･125）、2月 4日の日記に、「此頃まるでMUSICに對する興味を失った。すべての 
ものに對する興奮と愛執を失った。今尚殘って居るのは SEXと旅行の憧憬だけである。 
／失なはれたローマンスをたづねて寂しい巡禮がして見たい。」（ｐ･126）とある。さらに 
2月 5日には、「久しぶりでMandolin を彈く。一向感興がのらない。（中略）どうかしな 
くてはならないと思ふ。自分はもうこの上この田舎に住むことが出來ない。かうしてここ 
にじっとして居るのは精神的に自殺をするやうなものである。刺激と興奮のない生活は無 
爲である。」（ｐ･126）と記し、現存の日記の最後の 2月 6日には、「例の病氣が今夜は 
特に烈しい。 Suicide について考へた。 Pistol を額に打ち込むか、ナイフを胸にたてる 
ことが一番いいやうである。けれどもどうしても死ぬことができない。（中略）今日からは 
TRINKEN をやめようと思ふ。でないと癈人になるかも知れない。Letzte   Nacht の記 
憶がしばしば繰り返されることは死より苦痛である。恐るべきは私の頭である。いっそ早 
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く氣違ひになればいいと思ふ。」（ｐ･127）と、エレナとの決別の心情を記している。 大 
正 3年 5月 17日、佐藤仲子は高崎の柳川町のハリスト正教会で受洗し、洗礼名「エレナ」 
を授かる。 
  朔太郎にとって、「エレナ」との決別は精神的不安定な日々を迎えることであった。この
年、東京と前橋を行き来し、室生犀星と上野、浅草、銀座を夜毎に飲み歩いた。6 月には
犀星・山村暮鳥と 3人で『人魚詩社』を設立、第一次世界大戦が 7月に勃発、その頃麻布
坂下町に住む北原白秋を何度も訪れる。8月の上旬に四万温泉に避暑に行き、「岩魚――哀
しきわがエレナにさゝぐ――」を滞在中に書く。9月、『地上巡禮』を白秋が創刊した。こ
の創刊号を手にした朔太郎は、「此の一、二年來始めての法喜と隨仰でした、私はあれを手
に捧げたまゝ部屋をぐるぐる歩きまわりました、若い女が始めて寶玉を手にしたときのよ
ろこびを想像しました」（9月 4日・白秋宛書簡）と、その喜びを書き記している。 
その 9月 4日に書き出されたと思われる「ノート １」（全集・第 12巻）の冒頭に、「此
頃僕の内部で何かえたいのわからなぬ奇異な光が受胎して居る。そいつがだんだんあばれ
出す。／併しまだ外壁が厚いので容易に外部へはみ出して來ない。それが非常に苦しい。
（中略）ゆうべ久しぶりでエレナに逢った。エレナとは彼女が浸禮聖號だ。二人で月蝕を
見て居た。もう僕と彼女との間には戀はない。併し戀以上の不思議な愛がある。それは深
く考へるときは戰慄すべきものだ。僕はいそいで別れた。部屋へかへってからまっさをに
なってふるへて居た。（ｐ･５）とある。同じノートに、「愛より生るるものは魚、魚より生
るるものは詩人、詩人より生るるものは愛。而して詩人より生れざるものの愛は眞誠の愛
にあらず。」（p13）「白晝或は深夜に於て幻影するところの手は必ず一個である。左手であ
る。而してそは何人にも語ることを禁ぜられたるところのあるものの手である。」(p14)「人
は草木を支配し交歡し會話し甚だしきはこれを姦淫することさへ出來る。（草木姦淫の罪業
は人間至上の悪徳である。何となれば神威を犯すこと之れより甚だしきはない。）」（p14）
「遠い大昔の話である。戀人の前にひざまづいて菫の花束をささげた詩人の時代は既にす
ぎた。美しい月夜の晩に甘い哀愁に浸りながら、おお樂しき月光よ。かかる夕べにやさし
の君と」(p23)とも書かれ、エレナと決別したものの、断ちがたい思いが感じとれる。その
断ちがたい思いは「草木姦淫」という特異な倒錯した性を思っている。それを象徴するの
が「魚」「手」である。 
この 9 月までの大正 3 年の詩作を見ると、「戀魚の身こそ哀しけれ、／いちにちいよす
にもたれつつ、／ひくくかなづるまんどりん、」（「春日」・『詩歌』5月号）、「この靑くしな
へる指をくみ合せ、／夜あけぬ前に祈るなる、／いのちの寂しさきはまりなく、／あたり
にむらがる友を求む。」（「黎明と樹木」・『創作』5月号）、「昆蟲の血のながれしみ／ものみ
な精液をつくすにより／この地上はあかるくして／女の白き指よりして／金貨はわが手に
すべり落つ」（「初夏景物」・『創作』6 月号）、「みどりに深く手を泳がせ／涼しきところに
齒をかくせ／（中略）／みよ、ひとびときたる／遠方より魚を光らし／淫樂の戲奴は靴先
に鈴を鳴らせり」（「交歡記誌」・『創作』7 月号）、「女は光る魚介のたぐひ／みなそこ深く
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ひそめる聖像／われ手を伸ぶれど浮ばせ給はず／しきりにみどりの血を流し」（「供養」･
『創作』7 月号）、「見よやわが十指は晶結し／背にくりいむは瀧とながるるごとし／しき
りに掌をもって金屬の女を研ぎ」（「受難日」・『創作』7 月号）と、エレナ憧憬を「手」と
「魚」に託している。そして『詩歌』9 月号に、「偏狂」「山居」「感傷の手」が載る。「偏
狂」に、「あさましき性のおとろへ、／あなうらに薫風ながれ、／額に緑金の蛇住めり、／
ああ我のみのものまにや、／夏ふかみ山路をこゆる。／かなしきものまにや、／のぞみう
しなひ、／いっさいより靈智うしなひ。／さびしや空はひねもす白金、／はやわが手かた
く合掌し、／瞳
め
はめしひ、／腦ずゐは山路をくだる。（以下略）」と、「さびし」と「わが手」
の詩句が見え、「山居」と「感傷の手」は『月に吠える』に収められ、「悲しみ樹蔭をいで
ず、／手に聖書は銀となる。」（「山居」）、「わが性のせんちめんたる、／あまたある手をか
なしむ、／手はつねに頭上にをどり、／また胸にひかりさびしみが、」（「感傷の手」）と、
「さびしみ」「手」の詩句が見える。 
   
『月に吠える』は、「竹とその哀傷」「雲雀料理」「悲しい月夜」「くさった蛤」「さびしい
情慾」「見知らぬ犬」「長詩 2 篇」の７章から成り、「雲雀料理」は制作年代が早い時期の
作品で、大正 3年 9月『詩歌』に載った「山居」「感傷の手」、同じく『地上巡禮』に載っ
た「殺人事件」「盆景」、11月『地上巡禮』の載った「天景」「雲雀料理」「死」、12月の『地
上巡禮』に載った「悲しい月夜」で、大正 3年の制作と考えられる８作品が占めている。 
『月に吠える』に収めなかったこの時期の作品には、先に掲げた「岩魚――哀しきわが
エレナにささぐ」（『異端』創刊号・9月）、「旅上」「畑」「再會」（『アララギ』10月号）、 
「決鬪」「感傷の塔」「光る風景」（『詩歌』10月号）、「純銀の賽」「鐄夫の歌」「厩」（『地上
巡禮』10月号）、「感傷品」「眞如」（『風景』10月号）、「和讚類纂」（『侏儒』11月号）、「・
慾」「月蝕皆既」「磨かれたる金屬の手」（『詩歌』11 月号）、「靑いゆき」（『地上巡禮』11
月号）、「蒼天」「靈智」「秘佛」「永日和讚」（『風景』11月号）、「ぎたる彈くひと」（『鈴蘭』
11 月号）、「夜の酒場」「片眼の兇賊」「月」（『地上巡禮』12 月号）などである。翌年の 1
月号の 6誌（『異端』『詩歌』『地上巡禮』など）に掲載された 21余りの作品も、前年に構
想されたと考えると、朔太郎にとって大正 3 年は重要な意味を含んでいると考えられる。
こうした制作意欲は、エレナへの思いがさせたといってもいいのではないか。『月に吠える』
に収めなかった作品から、エレナへの強い思いを感じさせられるからである。 
  特に「岩魚」は、「瀬川ながれを早み、／しんしんと魚らくだる、／ああ岩魚ぞはしる、
谷あひふかに、秋の風光り、／紫苑はなしぼみ、／木末にうれひをかく、／えれなよ、／
信仰は空に影さす、／かならずみよ、おんみが靜けき額にあり、／よしやここは遠くとも、
／わが巡禮は鈴ならしつつ君にいたらむ、／いまうれひは瀧をとどめす、／かなしみ山路
をくだり、／せちにせちにおんみをしたひ、／ひさしく手を岩魚のうへにおく。」と「ノー
ト １」に記されている「愛より生るるものは魚」は、「岩魚」を示し、「幻影するところの
手・左手・禁じられたるところの手」は、何かを求める魂のシンボルの手、いいかえれば
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エレナを求める朔太郎の心であり、それを「岩魚のうへにおく」と表現している。 
「感傷の塔」の「塔は額にきづかる、／螢をもって窓をあかるくし、／塔はするどく靑
らみ空に立つ、／ああ我が塔をきづくの額は血みどろ、／肉やぶれいたみふんすゐすれど
も、／なやましき感傷の塔は光に向ひて伸長す、／いやさらに伸長し、／その愁も靑空に
とがりたり」と、「初夏の祈祷」（『創作』6月号）の「主よ、／いんよくの聖なる神よ。／
われはつちを掘り、／つちをもりて、／日毎におんみの家畜を建設す、／（中略）／ああ
しばし、／ねがはくはこの湖しろきほとりに、／わがにくしんをしてみだらなる遊戲をな
さしめよ。」との表現からは、エレナと「淫欲の神」への祈りと賛歌から、それを超えよう
とする強い思いがあらわされ、俗人佐藤ナカが、洗礼をうけ聖なる女エレナとなったこと
を意味しよう。また、この２作品は、『月に吠える』の「竹」の表現の原型をなすと、磯田
光一は『萩原朔太郎』（p148）で指摘している。 
エレナ憧憬を「感傷の塔」とした朔太郎は、「光る風景」で、「靑ざめしわれの淫樂のわ
れの肉、／感傷の指の銀のするどさよ、／それ、ひるも偏狂の谷に涙をながし，／よるは
裸形に螢を點じ、／しきりに哀しみいたみて、／をみなをさいなみきずつくのわれ、／（中
略）／憂愁の瀑ながれもやまず、／われけふのおとろへし手を伸べ、／しきりに齒がみを
なし、／光る無禮
ぶ ら い
の風景をにくむ。／ああ汝の肖像、／われらおよばぬ至上にあり、／金
屬の中にそが秘密はかくさる、／よしわれ祈らば、／よしやきみを殺さんとても、／つね
にねがはくば、／われが樂欲の墓場をうかがうなかれ、／手はましろき死體にのび、／光
る風景のそがひにかくる。」と内面葛藤を表し、さらに「純銀の賽」では、「みよわが光は
空にあり、／空は白金、／ふきあげのみづちりこぼれて、／わが賽は魚となり、／卓上の
手はみどりをくむ。／ああいまも想をこらすわれのうへ、／またえれな
・ ・ ・
のうへ、／愛は祈
祷となり、」と、エレナへの断ちがたい思いに悩む姿がある。「ノート １」に書かれている
エレナと逢い、月蝕をともにみたとの記事を、そのまま事実としてみるか、それとも朔太
郎の感傷の塔でのこととみるかによって、次の「月蝕皆既」「情慾」の意味が違ってくる。 
 
みなそこに魚の哀傷、／われに涙のいちじるく、／きみはきみとて、／ましろき乳
房をぬらさむとする。／この日ごろつかふことなく、／ひさしくわれら靈智にひた
る、／すでに長き祈祷ををへ、／いまみれば月も皆既なり、／魚の性はせんちめん
たる、／みよ、うみはみどりをたたへ、／肉靑らみ、／いんいんとして二人あひ抱
く、／齒と齒と合し、／手は手をつがひ、／もつれつつからまりにつつ、／いんよ
くきはまり、／魚の浪におよぎて、／よるの海に靑き死の光れるをみる。（「月蝕皆
既」）     
 
手に釘うて、／足に釘うて、／十字にはりつけ、／邪淫のいましめ、／齒がみをな
して我こたふ。／空もいんいん、／地もいんいん、／肢體に靑き血ながれ、／する
どくしたたり、／電光したたり、／身肉ちぎれやぶれむとす、／いま裸形を恥ぢず、
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／十字架のうへ、／齒がみをなしてわれいのる。（「情慾」） 
 
さらに「磨かれたる金屬」の表現された手は、「手はえれき、／手はぷらちな、／手はらう
まちずむのいたみ、／手は樹心に光り、／魚に光り、／墓石に光り、／手はあきらかに光
る、／ゆくところ、／すでに肢體をはなれ、／炎炎熱し狂氣し、／指ひらき啓示さるると
ころの、／手は宇宙にありて光る、／光る金屬の我の手くび、／するどく磨かれ、／われ
の瞳をめしひ、／われの肉をやぶり、／われの骨をきずつくにより、／恐るべし恐るべし、
／手は白き疾患のらぢうむ、／ゆびいたみ烈しくなり、／われひそかに針をのむ。」と、エ
レナ憧憬を「手」によって表されていく。 
この手に就いて、未発表詩篇の「手の肖像」（全集第 3 巻・ｐ281）には、「手の肖像を
かけしめよ／壁の四方にかけしめよ／生ぬるき血はめんめんと／黑き窓より流れたり。」と
あり、また、「心靈意識のための絶息する手淫がある、／眩惑する妖姫の歡待がある、／芳
香無比の LIQUEUR がある、／而して此の種の風月賀宴はその性質上驚くべき秘密性／
犯罪を受胎する。／見ろ、彼はまっ靑になって震へて居る。」（全集第 3巻・p282）とあり、
「手」の象徴するところの意味を知ることができる。 
この悶々とした心情を北原白秋への書簡（全集第 13巻）にも書かれている。「あなたに
逢ってから二度同性の戀といふものを經驗しました。戀といっては失禮かも知れないが、
僕があなたをしたふ心はえれな
・ ・ ・
を思ふ以上です、（中略）烈しい憤怒ののちのものまにや性
の哀傷、くるめく奔狂の戀魚は胸いっぱいに泳ぎまはった、（中略）はじめあなたはをどこ
かこわい人だと思った、今ではなつかしくてたまらない人だ、逢ひたい、逢ひたい、私は
きちがひだ、あまり一本氣にすぎる、そのくせおく病だ、憎い奴は殺さなければ氣がすま
ない、好きな人は抱きつかなければ氣がすまない、」（10月 24日・封書）（ｐ･60）、「まっ
て居ます、まって居ます、僕はひとりぼっちだ、」（10月 24日・はがき）（ｐ･62）、「エレ
ナの奴は手紙をやっても返事をくれないんです、北原さん、僕のとこへ來てください、や
っぱり女より男がいゝ、男の方がすきだ、僕は哀しくて仕方がないんです、」（10月 28日・
はがき）（ｐ･63）、「僕はつくづく寂しい、どうしょうぞ、今朝おやじのめだまこわいこわ
い」（10 月 28 日・はがき）（ｐ･63）と、わずかな時間のうちに立て続けて手紙を出し、
白秋に甘えている。それは、エレナの形代としての白秋ではなかったか。エレナの結約を
知って心が動揺したころ、結婚した妹のユキに長文の手紙を書いたのと同じであるからだ。
こうした時、朔太郎は高崎にでかけている。 
   
今夜高崎へヱレナに逢った、口笛を吹いたけれども出て來ない、二時間あまりも家
の前で様子をうかがったけれども、要領を得ないので引きあげました、いま高崎柳
川町、菊のバア（原名喜笑亭）で飲んで居ます、癪にさわってたまらない、ヱレナ
とも絶交だ、」（11月 7日・はがき）（ｐ･67） 
ゆうべあれから大へんなことをしてしまひました、また未練にもヱレナに逢いに行
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ったのが失敗のもとです、今朝あたりはヱレナの家で大騒ぎをして居るにちがひな
い、悪くすると私はもう郷里に居ることが出來なくなるかも知れない、ああもう考
へると苦しくなる、死にたい、ピストルで一發ずどんとやりたい、」(11月 8日・は
がき)（ｐ･67） 
いまや淫よく頂上に達す、このときつくづく女がほしくなる、金がほしくなる、女
のほっぺたがなめたい、襟くびにきすしたい、（中略）ヱレナを暗殺しろ、おれは浅
間山のてっぺんへ駆けあがってそこから手をあげる、感動電氣の作用で、市中の娘
たちがおれの方へ引きあげられる、そうすると僕はすてきにパッピイナになるんで
す、すみません、すみません、」（11月 16日･封緘はがき）（ｐ･68） 
   
先の 9月 4日の夜、エレナと再会し月蝕をともにみたことや、11月 7日の高崎でのこと
を、嶋岡晨、磯田光一、大岡信らは事実としてとらえ、それを前提にそれぞれ朔太郎論を
展開しているが、11月 11日、萩原榮次に当てた長文の手紙（萩原隆前掲書）に、白秋や
犀星のこと、自分自身の詩集のことを述べ、「私はいつも孤独です、そして郷里に居る間は
余計に自個一人を守るより外に仕方がありません、私はいつでもたった一人で社会の外に
住んで居る人間のやうな氣がして仕方がありません」（ｐ･188）と書き、「時々烈しい性慾
の發作におそわれるとき女が欲しいと思ふだけです、」（ｐ･188）と、悩みを訴え、「詩歌・
風景・地上巡禮・異端」の詩歌雑誌には「必ズ毎月寄稿スルモノ、今月ノヲ見テ下サイ」
（ｐ･189）と記している。大正 3年 11月 25日の榮次の日記（萩原隆前掲書）に「雑誌『詩
歌』十一月号廿五錢買フ。朔君の詩あればなり。読めどもワカラズ。」（ｐ･189）と、「月
蝕皆既・情慾・磨かれたる金屬の手・死」などの作品を読んだ感想を記している。11 月
27 日には次のような意味不明のはがきが榮次のもとに来る。「冬がきました、利根川が光
る、赤城が凍る、／故郷に居るとき  私は屏息し氷の下にひそみかくれて居る、私は魚だ、
涙を流して哀しむところの魚だ、／私自身の上に蒼天がひろごって居ます、そこに驚くべ
き秘密がある、私の肉体に疾患がある、遠い前橋の空を想像してください、この人の指に
光るものは菊です、蝕腐したるところの菊です（ｐ･190）」。この「この人の指に光るもの
は菊です、蝕腐したるところの菊です」は、大正 4年『詩歌』1月号に載った「菊」とい
う作品と関連する語句である。この「菊」は『月に吠える』では「すえたる菊」、『蝶』で
は「酢えたる菊」と表題が変わっていく。かなり思い入れのある作品であると推察できる。 
 「その菊は醋え、／その菊はいたみしたたる、／あはれあはれ霜つきはじめ、／わがぷら
ちなの手はしなへ、／するどく指をとがらして、／菊をつまむとねがふより、／その菊を
ばつむことなかれとて、／かがやく天の一方に、／菊は病み、／饐えたる菊はいたみたる。」 
この「菊」は、先の意味不明の手紙からは、エレナと朔太郎自身とを表しているととら
えられるが、後の『靑猫』の「薄暮の部屋」（初出・大正 6年 11月号『詩歌』・「夕暮室内
にありて静かにうたへる歌」）で、「戀びとよ／すえたる菊のにほひを嗅ぐやうに／私は嗅
ぐお前のあやしい情熱を その靑ざめた信仰を／よし二人からだをひとつにし／このあた
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たかみあるものの上にしも お前の白い手をあてて 手をあてて。」と表現され、また、『靑
猫』の「鷄」（初出・大正 7 年 1 月号『文章世界』）に、「戀びとよ／戀びとよ／有明のつ
めたい障子のかげに／私はかぐ ほのかなる菊のにほひを／病みたる心靈のにほひのやう
に／かすかにくされゆく白菊のはなのにほひを／戀びとよ／戀びとよ」とあることから、
「菊」はエレナを象徴していると考えられる。 
さらに、12月 16日の榮次宛の長文の封書には、「幻覚及び錯覚が人生の無意義、無価致
・
のものであるや否やも小生には疑問です」（ｐ･192）と書き、ボードレール、ヴェルレー
ヌ、ランボー、ゴッホ、ムンク、クリムトなどの詩人や画家が、幻覚の天才であると述べ
ている。そして一番感激したのは、ドストエフスキーの「カラマゾフの兄弟」であるとい
い、罪悪･犯罪について述べている。その罪の意識と自身の病気について、「実は不思議
な・・・全く偶然な機會から草木姦淫罪を犯したのです、草木姦淫のことは聖書にも書か
れてありませんが、造
・
かに多くの人によりて秘密に行はれた犯罪に相違ないと思ひます、
私は夜になって草木の精と姦淫することを明らかに知覚するのです、それは実に快楽の極
です、肉体をとかす類の痛快なるものです、」（ｐ･195）、「私は心底から神に許しを乞ひま
した、とんでもない犯罪を犯した（無意識に）といふことに氣がつきました、人間の見る
べからざるものを見たのみならず、それを姦淫したといふことに氣がついたときには慄然
としてふるえ
・
あがりました、殆んど生きた氣持はしませんでした」（ｐ･197）、「私は毎日
一時間づつ神（？）に向って懺悔しました、涙を流して懺悔しました、惡いことゝ氣がつ
かずに全く無意識に行った犯罪だから許して下さいと乞ひました」（ｐ･197）と述べ、続
けて「性慾」「結婚」について触れている。エレナ憧憬への罪の意識を述べていること転換
への強い意思を示した手紙でもある。 
  12月 29日にも日があまり経っていないのに、朔太郎は榮次へまた長文の封書を出して
いる。これには、健康と人生と結婚について述べ、その中で 
 
人間に『戀』といふことがある程度まで必需品であることも考へます、戀は人の考
へるやうな遊戯又はぜいたく品でなくして飲食と同じ程度の必需品である、戀が人
生を飾るばかりでなく、その人間を高尚にせ
・
さ
・
るといふことも事実です、併し戀を
獲るといふことは奇蹟に近い問題です、（中略）私は今では戀の幻影さへも有して居
ません、ある女と私との情熱は既に全くさめてしまひました、ほんとの話をすれば
私は今日迄二、三度戀の烈しい經驗をしました、併しそれは所謂『三日の戀』にす
ぐませんでした、ほんとの戀、身をやき殺すよ
・
うな戀は一度も味ったことがありま
せん、（ｐ･204） 
 
とある。エレナとの戀がプラトニックであったというような書きぶりである。このことに
ついて、萩原隆は『朔太郎の背中』（02･10･10刊・深夜叢書社）で「盲目的行動は彼の人
間性からは不可能のことのようだ。このような性格の人物が、女性に求めるものは『性』
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の満足ではなく、それより遥に多くの思いやりと関心と愛情とである。」（ｐ･80）と、述
べている。このことこそ「エレナ憧憬」の原点であると考える。エレナとの出会いは朔太
郎の「感傷の塔」の中でのことであるという意味である。 
   
「さびしい」の詩句は、『月に吠える』の冒頭詩、「竹とその哀傷」の「地面の底の病氣の
顏」（大正 4年 3月の『地上巡禮』の初出では「白い朔太郎の病氣の顏」）に「さみしい病
人の顔・さびしい病氣の地面」とあるが、『 月に吠える』の「さびしい」の詩句の制作年
代の一番古いのは、「感傷の手」の「さびしみ」である。この詩は、大正 3 年８月の上旬
からの四万温泉避暑から、前橋に帰ってきての作品で、四万滞在中に「岩魚――哀しきわ
がエレナにさゝぐ――」が書かれていた。「感傷の手」の冒頭「わが性のせんちめんたる」
は、後の「月蝕皆既」の詩句「みなそこに魚の哀傷、／われに涙のいちじるく、／きみは
きみとて、／（中略）魚の性はせんちめんたる」とあるように、エレナへの思いをつのら
せるセンチメンタルな自分であり、「あまたある手をかなしむ、／手はつねに頭上にをどり、
／また胸にひかりさびしみしが、」と、エレナを憧れ悶えるしかできない自分を「いぢらし
き感傷の手」と表している。その憧れ悶えが、「月蝕皆既」の「みよ、うみはみどりをたた
へ、／肉靑らみ、／いんいんとして二人あひ抱く、／齒と齒と合し、／手は手をつがひ、
／もつれつつからまりにつつ、／いんよくきはまり」と、表現される。 
  この「手」のイメージは、朔太郎所蔵『聖書』にひかれている傍線部のひとつ、「雅歌」
2 章５～６節の「我は愛によりて疾
やみ
わずらふ、かれが左手はわが頭の下にあり、かの右の
手をもて我を抱く、」であると、磯田光一は『萩原朔太郎』（ｐ159）で指摘し、「手」は「何
ものかを求める手でありながら、同時に病いと罪にも通じていて」（『萩原朔太郎』（ｐ158）
とも述べている。  
  『月に吠える』で「さびしい」の詩句が用いられている一番年代の新しい作品は、「見し
らぬ犬」「靑樹の梢をあふぎて」で、ともに大正 6 年 2 月号の『感情』に載ったものであ
る。『月に吠える』で「さびしい」にかかわる語が用いられている作品を、単純に年代順に
あげると、「感傷の手」（大正 3年 9月）、「かなしい遠景」（大正 4年 1月）、「草の莖」（2
月）、「地面の底の病氣の顏」（3月）、「ありあけ」（4月）、「贈物にそへて」（5月）、「酒精
中害者の死」（6月）、「干からびた犯罪」（6月）、長詩「雲雀の巣」（大正 5年 5月）、長詩
「笛」（6月）、「海水旅館」（9月）、「孤獨」（10月）、「白い共同椅子」（10月）、「さびしい
人格」（大正 6年 1月）、「田舎を恐る」（1月）、「見しらぬ犬・靑樹の梢をあふぎて」（2月）
である。これらの「さびしい」に、エレナ憧憬の心が投影していることは、「かなしい女の
屍體のうへで、／つめたいきりぎりすが鳴いている」（「殺人事件」）、「ああ かき鳴らすひ
とづまの琴の音にもつれぶき、／いみじき笛は天にあり。」（「笛」）などのエレナへの幻想
表現とかさねてよくあらわれている。そしてこのエレナ憧憬は、『靑猫』に一層の「さびし
い」の詩句の多用によって深く強くなっていくことが思われる。（以下次号）   
［付記］引用の朔太郎の作品は、筑摩書房版『萩原朔太郎全集』による。 
